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武

藤

正

蓮
如
の
吉
崎
繁
盛
期
、
文
明
六
年
(
一
四
七
四
)

三
月
二
十
八
日
、
午
後
六
時
頃
、
吉
崎
南
大
門
他

屋
か
ら
出
火
し
馬
場
大
路
南
北
の
他
屋
九
坊
、
並

に
本
坊
、
合
せ
て
十
坊
を
烏
有
に
帰
し
た
。

火
災
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
当
時
の
状
況
か
ら

判
断
し
放
火
説
が
最
も
有
力
だ
が
、
犯
人
が
検
挙

さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
放
火
と
も
断
定
は
出
来
な

い
の
で
あ
る
。
士
ロ
崎
火
災
に
つ
い
て
、
蓮
如
自
身

が
詳
細
に
書
き
残
し
た
文
章
に
、
高
田
本
誓
寺
所

蔵
、
十
帳
御
文
の
実
如
証
判
の
第
三
帳
十
七
に
編

さ
ん
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
新
潟
勝
念
寺
開
基
円

光
坊
敬
智
に
送
っ
た
も
の
と
二
通
現
存
さ
れ
て
い

る。
円
光
坊
は
、
円
広
坊
と
も
書
き
、
越
前
領
主
朝

倉
敏
景
の
重
臣
、
朝
井
権
之
進
光
友
と
称
し
、
吉

崎
で
蓮
如
の
教
化
を
受
け
弟
子
と
な
り
、
常
随
胆

近
の
老
職
と
し
、
蓮
如
の
吉
崎
退
去
後
、
蓮
如
の

真
筆
、
吉
崎
絵
図
、
吉
崎
御
坊
火
難
の
文
章
、
等

を
賜
っ
て
、
加
賀
国
今
湊
(
石
川
県
能
美
郡
港

典

村
)
に
一
寺
を
建
立
、
後
年
、
明
暦
年
間
(
一
六

五
五
)
越
後
へ
移
転
し
た
、
現
在
も
今
湊
勝
念
寺

と
い
っ
て
い
る
。

火
災
日
間
は
、
高
田
本
誓
寺
に
は
三
月
二
十
八

日
と
記
さ
れ
、
勝
念
寺
円
光
坊
あ
て
に
は
三
月
二

十
六
日
と
記
さ
れ
、
い
ず
れ
も
火
災
後
十
日
程
過

ぎ
て
、
避
難
中
他
屋
に
於
い
て
書
い
た
も
の
ら
し

く
、
，
内
容
は
両
者
と
も
殆
ん
ど
同
文
で
あ
る
の

で
、
新
潟
勝
念
寺
円
光
坊
あ
て
の
原
文
を
そ
の
ま

ま
紹
介
し
て
み
よ
う
。

「
夫
文
明
第
三
ノ
天
、
五
月
仲
旬
ノ
比
江
川
志

賀
ノ
郡
大
津
三
井
寺
ノ
フ
モ
ト
南
別
所
近
辺
ヲ
風

度
オ
モ
ヒ
タ
チ
テ
此
方
ニ
オ
イ
テ
居
住
ス
ヘ
キ
覚

悟
ニ
オ
ヨ
ハ
ス
越
前
加
賀
カ
ノ
両
国
ヲ
経
廻
シ
テ

ソ
レ
ヨ
リ
登
リ
当
国
細
目
宜
ノ
郷
吉
崎
ト
イ
ヘ
ル

在
所
イ
タ
リ
テ
ヲ
モ
シ
ロ
キ
ア
ヒ
タ
マ
コ
ト
ニ
虎

狼
野
チ
(
マ
マ
)
ノ
ス
ミ
カ
ノ
大
山
ヲ
ヒ
キ
タ
ヘ

ラ
ケ
テ
一
宇
ヲ
結
テ
居
住
セ
シ
ム
ル
ホ
ト
ニ
当
国

加
州
門
下
ノ
族
モ
山
ヲ
ク
ツ
シ
叉
芝
築
地
ヲ
ツ
キ

ナ
ン
ト
シ
テ
家
ヲ
ワ
レ
モ
/
1
1
ト
ツ
ク
ル
間
ホ
ト

モ
ナ
ク
一
年
二
年
ト
ス
ク
ル
マ
、
文
明
第
三
ノ
暦

夏
ノ
比
ヨ
リ
当
年
迄
ハ
ス
テ
ニ
四
年
ナ
リ
シ
カ
レ

ト
モ
田
舎
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
一
年
二
年
一
二
度
ツ
¥

ハ
小
家
ナ
ン
ト
ハ
焼
失
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
コ
ノ
坊
ニ

カ
キ
リ
テ
火
難
ノ
義
ナ
カ
リ
シ
カ
ト
モ
今
度
マ
コ

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



ト
ニ
時
匙
到
来
ナ
リ
ケ
ル
ヵ
、
当
年
文
明
第
六
三

月
二
十
六
日
西
ノ
魁
ト
オ
ホ
エ
シ
ニ
南
大
門
ノ
多

屋
ヨ
リ
火
事
イ
テ
北
ノ
大
門
ニ
ウ
ツ
リ
ヤ
ケ
シ
ホ

ト
ニ
己
上
南
北
ノ
多
屋
九
ツ
ナ
リ
本
坊
ヲ
ク
ワ
エ

テ
ソ
ノ
数
十
ナ
リ
南
風
ニ
マ
カ
セ
テ
焼
シ
ホ
ト
ニ

時
ノ
マ
ニ
恢
憧
ト
ナ
レ
リ
マ
コ
ト
ニ
ア
サ
マ
、
ν
ト

イ
フ
モ
ナ
カ

y
t
h
コ
ト
ハ
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
(
下
略
)

文
明
第
六
酉
ノ
四
月
二
十
六
日
釈
蓮
如
書
之
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円
広
坊
ペ

マ
イ
ラ
セ
候

吉
崎
大
火
で
有
名
な
の
は
、
本
光
坊
良
顕
の
血

染
の
聖
教
で
、
内
容
は
、
足
羽
郡
美
山
村
市
波
本

向
寺
、
第
五
世
良
顕
が
士
口
崎
他
屋
で
蓮
如
に
仕

え
、
火
災
で
蓮
如
が
避
難
す
る
際
、
親
驚
の
著
述

「
教
行
信
証
」
の
証
巻
を
机
上
に
置
き
忘
れ
、
気

づ
い
た
と
き
は
火
の
海
芯
人
々
は
騒
ぐ
だ
け
で
、

本
光
坊
良
顕
が
人
々
の
止
め
る
の
も
聞
か
ず
猛
火

に
飛
び
込
み
、
自
か
ら
腹
一
文
字
に
切
り
、
ハ
ラ

ヲ
タ
を
出
し
聖
教
吾
腹
中
に
収
め
焼
死
し
た
。

焼
跡
か
ら
良
鎖
の
黒
こ
げ
死
体
が
発
見
さ
れ
、

腹
中
か
ら
血
だ
ら
け
の
聖
教
が
出
て
来
た
。

ζ

の

聖
教
が
血
染
の
聖
教
、
は
ら
ご
も
り
の
聖
教
で
門

外
不
出
の
本
願
寺
、
土
Z
U

宝
と
し
秘
蔵
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

武
藤

本
光
坊
良
顕
血
染
の
聖
教
の
疑
惑

「
本
光
坊
縁
記
」
に
は
、
平
泉
寺
、
能
化
職
功

存
が
大
要
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

抑
当
院
は
祖
師
聖
人
の
高
弟
本
光
坊
明
空
の
開

基
な
り
。
此
明
空
上
人
は
俗
姓
は
大
須
賀
四
郎
胤

信
と
名
づ
く
。
下
総
国
住
人
な
り
。
人
皇
五
十
代

桓
武
天
皇
十
世
の
孫
千
葉
介
常
胤
の
四
男
に
し

て
、
鎌
倉
右
大
臣
実
朝
に
仕
ぅ
。
建
暦
二
年
正
月

十
九
日
鶴
ケ
岡
八
幡
宮
御
社
参
の
事
あ
り
て
其
儀

式
甚
厳
重
な
り
し
事
な
り
し
に
其
時
此
大
須
賀
四

郎
胤
信
は
調
度
懸
の
役
に
て
歩
行
し
て
供
養
せ
よ

と
命
ぜ
ら
る
。
怒
っ
て
退
き
信
濃
国
の
方
へ
逃
れ

隠
る
。
公
此
人
を
を
し
み
北
条
時
政
を
以
っ
て
尋

ね
出
し
帰
参
を
命
ず
る
も
士
山
を
改
め
ず
。
そ
の
頃

聖
人
の
行
化
に
遇
奉
り
て
出
家
し
本
光
坊
明
空
と

名
づ
く
。
六
十
五
人
の
随
一
と
な
る
。
延
慶
元
年

八
月
廿
日
死
す
。
そ
の
子
明
堅
の
代
よ
り
第
五
代

了
間
酬
に
至
迄
、
吉
田
郡
に
居
住
せ
る
に
、
了
顕
、

蓮
如
に
随
ひ
吉
崎
に
移
住
す
。
時
に
文
明
六
年
三

月
二
十
八
日
。

「
越
前
人
物
誌
」
の
中
に
は
本
向
寺
了
顕
と
し

大
要
次
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

本
光
坊
良
一
敏
は
明
空
と
称
し
足
羽
郡
市
波
村
本

向
寺
五
世
の
住
職
、
越
前
大
谷
村
に
生
る
。
父
を

了
真
と
云
う
。
其
頃
坂
井
郡
吉
崎
に
て
本
願
寺
蓮

如
に
師
仕
す
。
文
明
六
年
三
月
廿
八
日
南
大
門
辺

よ
り
出
火
諸
堂
回
禄
す
。
時
に
蓮
如
、
教
行
信
証

を
拝
閲
あ
り
し
に
六
巻
の
内
三
巻
を
机
上
に
取
残

し
悲
嘆
限
り
な
く
、
本
光
坊
走
り
来
っ
て
之
を
聞

き
、
聖
教
を
取
り
出
し
奉
ら
ん
と
衆
の
止
む
る
を

も
聞
か
ず
猛
煙
の
中
へ
飛
入
り
、
聖
教
を
持
出
ん

と
す
る
一
利
那
猛
火
に
包
ま
れ
、
自
ら
複
を
切
り

て
聖
教
を
腹
中
に
納
め
て
焼
死
す
。
本
光
坊
腹
寵

の
聖
教
と
云
う
。

「
真
宗
懐
古
紗
」
の
中
に
も

「
土
人
ノ
仰
ニ
御
堂
焼
失
ス
ル
コ
ト
ハ
是
非
ニ

及
ヌ
義
ナ
レ
ド
モ
、
コ
、
ニ
悲
キ
ハ
祖
師
聖
人
ノ

御
真
筆
ノ
御
本
書
、
余
ハ
皆
持
出
デ
タ
レ
ド
モ
、

第
五
ノ
証
ノ
巻
ヲ
取
落
タ
リ
、
是
ヲ
焼
ン
コ
ト
一

生
ノ
死
念
也
ト
、
ナ
ゲ
キ
給
ペ
リ
。
ト
キ
ニ
宇
坂

ノ
市
波
ノ
本
向
寺
、
其
ト
キ
ハ
本
向
房
了
顕
ト
名

ク
(
開
山
ノ
御
弟
子
ナ
ル
、
千
葉
ノ
介
常
胤
五
代

ノ
孫
ナ
リ
、
常
胤
コ
ト
東
鑑
ニ
見
ヘ
タ
リ
)
此
了

顕
、
蓮
如
上
人
へ
某
シ
参
テ
取
リ
返
ラ
ン
ト
言
上

セ
ラ
ル
、
ト
キ
ニ
、
上
人
ノ
仰
ニ
此
猛
火
盛
ナ
ル

ニ
、
何
ゾ
取
得
ル
コ
ト
有
ン
ャ
、
只
徒
ニ
焼
死
メ

ミ
成
ン
必
ズ
無
用
也
卜
制
止
シ
給
ヘ
ド
モ
、
是
非

ニ
行
ン
ト
ス
。
依
テ
余
ノ
坊
主
衆
ソ
ノ
袖
ヲ
取

テ
、
汝
ハ
狂
乱
シ
ツ
ル
ヵ
、
ア
ノ
火
ノ
中
ニ
テ
、

犬
死
ニ
セ
ン
コ
ト
必
定
也
ト
、
ツ
ヨ
ク
止
メ
ラ
レ

ケ
ル
。
折
節
非
常
ノ
ト
キ
ナ
レ
パ
、
了
顕
帯
刀
ニ
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テ
イ
ラ
レ
ケ
ル
ガ
、
其
マ
、
万
ヲ
ヌ
キ
、
袖
ヲ
切

払
フ
テ
カ
ノ
火
ノ
中
へ
ト
ピ
込
、
御
本
書
ヲ
パ
取

り
得
タ
レ
ド
モ
、
早
四
方
-
一
火
廻
テ
可
出
道
ナ

シ
。
ソ
ノ
ト
キ
本
向
房
ハ
腹
十
文
字
ニ
切
リ
破
リ

腸
ヲ
ツ
カ
ミ
出
シ
テ
彼
ノ
証
巻
ヲ
押
コ
ミ
、
伏
シ

テ
死
ナ
レ
ケ
ル
。
ト
キ
ニ
火
事
大
概
-
一
治
リ
テ
、

上
人
及
ピ
御
弟
子
等
、
了
顕
ノ
焼
死
セ
シ
ヲ
推
量

イ
タ
シ
、
深
ク
悲
ミ
給
ヒ
、
急
ギ
死
骸
ヲ
取
出
セ

ヨ
ト
仰
付
ラ
ル
。
依
之
人
々
灰
ヲ
掻
除
テ
、
死
体

ニ
尋
ネ
ア
タ
リ
、
未
ダ
畳
ノ
四
万
ニ
ハ
火
ノ
燃

ヲ
、
水
ヲ
ソ
、
ギ
テ
コ
レ
ヲ
ケ
シ
其
死
骸
ヲ
持
出

シ
ケ
ル
ニ
、
切
リ
破
リ
タ
ル
腹
ノ
中
ニ
、
御
書
慨

然
ト
シ
テ
有
リ
、
誠
-
一
念
力
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
処

ロ
、
実
ニ
希
代
ノ
働
也
。
依
テ
是
ヲ
肉
付
ノ
御
書

ト
モ
、
腹
鎗
ノ
御
聖
教
ト
モ
称
ス
ル
也
。
然
ル
ニ

本
向
房
了
顕
、
ソ
レ
迄
ハ
未
ダ
眼
ヲ
不
問
ニ
、
蓮

師
御
涙
ト
ト
モ
ニ
御
手
ヲ
以
テ
額
ヲ
ナ
デ
オ
ロ
シ

給
へ
パ
、
忽
眼
ヲ
閉
ラ
レ
ケ
リ
。
蓮
如
余
リ
ノ
御

満
慌
ニ
、
葬
送
ノ
ト
キ
ハ
、
直
二
御
出
在
シ
テ
、

御
焼
香
ヲ
遊
シ
ケ
ル
。
是
前
代
未
聞
ノ
コ
ト
也
」

と
記
さ
れ
て
あ
る
。

「
真
宗
懐
古
紗
」
三
巻
は
、
明
和
四
年
(
一
七

六
七
)
発
行
の
雨
甘
の
作
で
、
蓮
如
が
、
吉
崎
、

出
口
、
境
、
山
科
、
大
阪
、
五
坊
舎
建
立
の
縁
記

を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

叉
「
本
願
寺
通
紀
」
に
も

「
吉
崎
殿
火
、
事
出
倉
卒
、
本
向
坊
了
顕
、
自

制
腹
以
蔵
祖
書
全
之
(
祖
書
祖
師
親
書
広
文
類
第

四
証
巻
也
、
世
称
腹
鴛
聖
教
)
と
云
へ
り
」

「
本
願
寺
通
紀
」
十
五
巻
は
、
天
明
四
年
(
一

七
四
八
)
玄
智
の
選
で
、
・
本
願
寺
内
容
を
記
述
し

た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
後
世
に
作
ら
れ
た
も
の
な

の
で
あ
る
。

ζ

の
血
染
の
聖
教
事
件
に
対
し
、
乙
れ
は
全
っ

た
く
事
実
無
根
で
後
世
、
デ
ツ
チ
上
げ
た
も
の
で

あ
る
と
云
う
の
が
「
紫
雲
殿
由
縁
記
」
に
書
か
れ

で
あ
る
説
で
紫
雲
殿
由
縁
記
は
山
城
国
愛
宕
郡
洛

陽
四
条
、
紫
雲
殿
金
宝
寺
縁
起
と
称
し
作
者
は
金

宝
寺
第
六
千
七
世
明
専
で
、
延
暦
十
一
年
、
天
台

の
最
澄
(
伝
教
大
師
)
の
金
宝
寺
創
立
に
始
ま
り

享
保
十
二
年
(
一
七
二
七
)
第
七
十
一
世
明
準
の

代
ま
で
約
九
百
二
十
五
年
間
の
縁
記
で
十
三
冊
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
了
顕
の
忠
節
を
述
べ

そ
の
功
に
依
り
宝
永
五
年
(
一
七

O
八
)
本
向
寺

秀
賢
並
に
隠
居
祐
忍
と
が
余
聞
の
位
よ
り
院
家

(
室
)
に
昇
進
す
る
と
記
し
最
後
に

「
私
云
先
ツ
顕
ハ
然
リ
、
内
々
ハ
国
主
へ
頼
ミ

難
渋
ノ
申
含
ニ
テ
、
表
向
キ
ハ
如
此
云
テ
内
々
ハ

国
王
ノ
取
持
ナ
リ
有
名
無
実
ノ
仕
合
云
々
」
と
記

さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。

本
願
寺
院
家
の
職
を
調
べ
て
み
る
と
次
の
文
章

が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
越
前
ニ
御
未
寺
ア
リ
国
主
(
吉
品
)
ハ
其
出

願
母
、
時
ニ
国
主
ノ
母
儀
、
当
宗
ニ
テ
在
シ
カ
死

去
ノ
後
、
国
主
御
門
主
(
宣
如
)
へ
対
面
有
テ
被

申
シ
ハ
、
我
母
御
宗
門
ニ
テ
法
義
甚
ダ
悦
候
、
シ

カ
ル
ニ
御
家
-
一
素
絹
ト
申
物
ノ
候
由
承
候
。
母
ガ

追
善
-
一
母
へ
御
被
成
下
候
様
ニ
被
居
・
申
シ
時
、
御

門
主
モ
余
義
ナ
キ
ナ
レ
パ
是
非
モ
ナ
シ
御
許
容
有

シ
ト
キ
、
重
ネ
テ
被
申
ケ
ル
ハ
左
様
-
一
候
ハ
母
カ

死
タ
ル
モ
ノ
ニ
侯
ヘ
パ
母
ノ
カ
ヲ
リ
ニ
母
ガ
帰
依

イ
タ
シ
候
宿
坊
ノ
候
へ
パ
コ
レ
へ
御
免
ク
タ
サ
ル

ベ
シ
願
ヒ
申
シ
放
御
門
主
モ
其
上
ハ
是
非
ニ
及
パ

シ
給
ハ
ズ
御
ニ
依
ツ
テ
為
御
礼
判
金
三
十
枚
進

上
、
是
レ
素
絹
許
可
ノ
始
ナ
リ
其
後
コ
レ
ニ
準
ジ

判
金
三
十
枚
ニ
テ
内
陣
上
座
ノ
素
絹
ト
ナ
レ
リ
」

「
明
君
言
動
録
」
巻
之
下
に
、
前
記
と
一
致
さ

れ
る
文
章
が
書
か
れ
で
あ
る
の
で
あ
る
。

「
明
君
言
動
録
」
巻
之
下
、

「
宇
坂
本
光
(
向
)
寺
、
隠
居
落
合
祐
恩
は
三

上
町
下
屋
敷
有
之
。
探
源
院
様
(
七
代
福
井
藩
主

吉
品
)
至
而
御
懇
に
被
成
下
御
夜
話
等
毎
夜
罷
出

正
月
十
四
日
左
義
長
杯
も
御
馬
に
而
出
候
程
之
御

意
に
応
じ
候
。

或
時
、
御
夜
話
に
罷
出
候
意
被
成
候
は
、
其
方
望
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事
は
無
之
哉
と
御
尋
被
遊
候
処
、
祐
恩
申
上
候
は

門
徒
是
馬
之
毛
の
数
程
御
座
候
へ
、
ば
、
望
事
迫
は

少
も
無
御
座
候
。

此
上
院
家
に
相
成
候
へ
ば
結
構
之
儀
に
御
座
候
得

共
、
是
は
過
分
之
金
子
入
用
に
候
へ
ば
難
波
由
申

上
候
へ
ば
夫
は
何
程
に
候
哉
と
御
尋
被
遊
に
付
、

三
四
百
両
斗
之
儀
に
御
座
候
と
申
土
候
得
ば
、
夫

は
少
分
之
儀
に
候
へ
ば
可
被
下
旨
御
意
被
遊
、
早

々
本
願
寺
へ
本
光
(
向
)
寺
先
祖
之
儀
を
被
仰

遣
、
院
家
之
儀
被
仰
遺
候
処
何
分
に
も
承
知
仕
候

段
明
跡
有
之
次
第
可
申
付
旨
御
受
有
之
候
。

然
処
此
趣
を
本
光
(
向
)
寺
及
承
早
々
京
都
え
罷

出
本
寺
之
家
老
、
下
問
へ
金
銀
を
以
取
入
、
本
光

(
向
)
寺
に
|
|
立
成
候
、
間
も
な
く
本
覚
寺
院

家
に
罷
成
候
、
此
旨
探
源
院
(
吉
口
陥
落
主
)
様
御

聴
被
甚
御
憤
被
遊
、
叉
々
本
願
寺
へ
被
仰
遺
候
趣

は
、
本
光
(
向
)
寺
院
家
之
儀
明
跡
次
第
と
被
申

趣
候
処
、
本
覚
寺
院
家
に
被
致
候
は
如
何
之
訳
合

に
参
候
と
被
仰
遺
禾
御
受
義
無
之
内
、
吉
江
へ
御

泊
鷹
野
に
被
為
入
候
則
、
祐
恩
も
被
召
連
同
人
へ

被
仰
付
候
は
、
泊
鷹
野
へ
参
候
は
見
晴
能
茶
所
を

見
分
の
為
参
候
得
共
、
此
辺
に
而
は
可
然
処
な
く

西
御
堂
境
内
は
舟
橋
沖
見
晴
能
候
問
、
明
日
よ
り

仏
具
雑
旦
(
を
取
払
候
様
輪
番
へ
罷
越
申
付
、
乙
ぼ

ち
候
事
は
此
万
よ
り
可
申
置
候
、
申
聞
と
祐
思
へ

被
仰
付
候
に
付
、
夜
中
に
龍
越
輸
審
へ
申
渡
候

処
、
早
速
頭
立
門
徒
共
呼
集
致
評
儀
申
候
処
、
全

く
本
覚
寺
院
家
に
罷
成
候
御
憤
と
相
聞
候
に
付
、

夜
中
に
京
都
へ
申
遺
候
処
、
余
日
な
き
う
ち
に
、

本
覚
寺
父
子
京
都
へ
罷
出
候
様
申
来
、
早
速
院
家

に
罷
成
候
。
下
聞
は
自
殺
仕
候
由
、
本
覚
寺
は
追

院
被
仰
付
候
処
、
本
寺
之
所
持
に
而
勢
州
に
市
大

寺
を
持
候
処
、
叉
々
領
主
万
へ
御
附
届
有
之
勢
州

も
追
払
ひ
、
夫
よ
り
何
万
へ
被
参
候
哉
、
昇
安
院

様
(
入
代
吉
那
)
御
代
度
々
願
に
付
御
国
庄
居
御

免
被
成
候
、
瑞
源
寺
へ
参
詣
仕
候
処
、
思
召
不

応
、
叉
々
登
居
被
仰
付
一
生
御
勘
気
之
身
に
市
相

果
候
由
。
」

「
名
君
言
動
録
」
の
本
光
坊
祐
思
と
あ
る
の

は
、
本
向
寺
祐
忍
の
こ
と
で
、
著
者
の
書
、
き
違
い

で
あ
ろ
う
o

祐
忍
は
本
向
寺
第
十
二
世
で
、
落
合

祐
玄
の
二
男
と
生
れ
、
幼
名
猿
丸
と
称
し
、
性
質

豪
胆
で
、
晩
年
隠
居
し
、
福
井
(
現
在
錦
公
園
付

近
)
支
坊
に
居
住
、
茶
道
に
秀
れ
、
吉
口
問
も
茶
人

で
あ
っ
た
関
係
上
、
一
言
動
録
の
如
、
き
一
事
態
が
生

じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
祐
忍
は
享
保
十
年
(
一
七
二

五
)
正
月
一
日
、
九
十
五
才
の
高
齢
で
死
亡
し

本
光
坊
良
顕
の
血
染
の
聖
教
は
、

ζ

の
祐
忍
か

本
願
寺
の
院
家
の
位
を
取
る
た
め
、
藩
主
吉
品
を

利
用
し
三
百
両
の
金
を
本
願
寺
へ
納
め
、
作
り
上

げ
た
芝
居
で
、
そ
れ
を
最
も
真
実
ら
し
く
宣
伝
さ

れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

本
光
坊
良
顕
、
血
染
の
聖
教
は
、
あ
く
ま
で
も

縁
起
な
の
で
、
あ
れ
ほ
ど
筆
ま
め
な
、
生
涯
、
二

百
六
十
六
通
の
多
く
の
文
章
を
書
き
残
し
た
文
章

宣
伝
の
上
手
で
あ
っ
た
蓮
如
も
、
こ
の
血
染
の
聖

教
事
件
に
は
、
一
言
も
、
ふ
れ
て
い
な
い
の
が
何

よ
り
も
証
拠
な
の
で
な
か
ろ
う
か
。
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